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 論文内容の要旨
 1研究の農的と特徴
 第一の目的は、産学共同研究についての企業と大学の行動基準と意識の違いを明らかにし、産学
 共同研究の成果を十分に発揮できる管理手法を探る二とである。両者の存在目的が異なるため、産学
 共同研究に対する意識の違いが生じ.両者の行動基準が異なる。この違いを知ることは重要である。
 第二の目的は、経済的に未発達な地方にある大学での共同研究を促進することである。既存の研
 究のほとんどは、有名大学と有名企業が多くある地域を対象としている。地方大学は研究分野と研
 究者が少ない上、労働集約型企業が対象となるため、共同研究を行うには不利な状況に置かれてい
 る。地方自治体や地方大学の戦略を策定するには、過去の研究は応用しにくいものである。
 第三の目的は、産学共同研究の現場管理にとって有効な示唆点を提示することである。従来の研
 究では企業と大学を分析の最小単位としており、そのアプローチも技術論・戦略論的ないし歴史的
 なものが多い。従来の研究では、どのような人材を配置し実行していくかという問題に対して不十
 分さが残る。
 第四の目的は、大学間比較を行うことである。研究対象とした3つの地方国立大学は、経済的環
 境も自然環境も似ている。しかし、学部数と教員数が少ないX大学は有名大学に匹敵する共同研究
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 一の研究者にライバル企業が共同研究を申し込んでいる。これについて企業同士連合するようであ
 る。単独で競争優位を獲得するより、産業の育成目的があるようである。
 一般に、企業は商品につながる開発が中心であり.基礎研究は苦手であるといわれる。
 この弱みを補う形で共同研究が理想的といわれるが、その活動は企業の戦略に大きく依存するもの
 で、大学と企業の間で研究と開発の棲み分けはない。
 また、共同研究を戦略的に実行するなら、副次的効果を得るために人事戦略も含めて実行すべき
 である。諸外国の研究でも、インターンシップでできないことを共同研究で行い、優秀な学生を確
 保するきっかけを作るべきだという主張がある。しかし調査によると、企業はそれとは逆に共同研
 究を学生の就職と関連づけたがらず、研究補助者のアルバイト代も出さない。共同研究はあくまで
 も研究開発部門の決定事項で、人材確保は人事部の決定事項であるため、研究開発部門はこのよう
 な回答をせざるを得ないのが実態である。
 Oリエゾン・オ匹フィスに求められる役割
 リエゾン・オフィスは、企業と大学の間に研究内容や研究方針をはじめ情報の非対称があるため
 に、これを解決すべく大学の組織として設立されたが、共同研究を経験した企業ですらその存在を
 知らず、知っていても利用する企業は少ない。その原因はリエゾン・オフィスの業務内容が知られ
 ていないことにある。多くの企業は、リエゾン・オフィスを利用せず、直接大学研究室に問い合わ
 せるか専門家の紹介を受ける。誰かの紹介を受ける方が、裏書保証のような効果があるとみている。
 4大学概究者の視点(第3部)
 O大学研究者の動機
 一般的に大学の研究者が共同研究を行う動機は資金目的といわれる。しかし調査によると、分野
 ごとに若干違いはあるものの、全体的に共同研究の経験者は資金目的ではないと回答する傾向がみ
 られる。資金よりは、自分の研究のためのヒントを得ること、または社会的貢献の動機の方が強い。
 実際に地方の企業と組む場合、金銭的には持ち出しになり、共同研究よりも技術指導が一般的で、
 社会貢献の気持ちがなければやれない。
 共同研究に対する意思は.X大学が積極的で、Z大学が消極的である。共同研究と学生の就職と
 の関係については、すべての分野において経験の有無にかかわらずそう,思わないという回答が多い。
 ○なぜ共同研究をしたくないのか
 信条を理由にした回答は少数で、条件が揃えば行うという意思が多い。企業の要求する研究内容
 に対する不満については・大学間では差がなく、理学分野の研究者が強い。時間不足については、
 大学間や分野問でちがいはみられない。設備不足については、大学問では違いがないが、分野間で
 は違いがみられる。共同研究の評価に関しては、評価されない理由では、分野も大学も差がない。
 しかし自由回答で、事務補佐や研究補佐、制度や手続き、資金が使えるまでの時間、守秘義務な
 どの問題が指摘されている。現在の共同研究制度では、通常の業務に上乗せになるだけなので、よ
 ほどの意思がない限りしたくないと回答するのは自然であろう。
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 本論文の特長は、産学共同のミクロ・レベルから実行者の視点に立った分析がなされている点で
 ある。また、産学共同の前提や通説に疑問を投げかけ、豊富なデータを駆使して、企業と大学研究
 者の双方の当事者の共同研究に至る「本音」と、そのプロセスでの現実の問題点を解明し、それを
 解決するための方策(10章)を提言し亡いることも、重要な貢献といえる。企業側と大学側のデー
 タが非対称的であることや、3大学の比較が必ずしも十分でないこと等の課題はあるものの、本論
 文は、産学連携に関する研究に,一石を投ずる貢献を行っているものと評価することができる。
 よって本論文は、博士(経営学)の学位を授与するに値するものと判断する。
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